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下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第 68条の 26第 1項 (同法 88条第

1項において準用する場合を含む。)の 規定に基づき、同法第 2条第七号の二及び同法施行

令第 107条の 2第 二号 (問仕切壁 (非耐力壁):45分 間)の 規定に適合するものであるこ

とを認める。

号

日

2

3

1

記

認定番号

QF04・oNP―-9043

認定をした構造方法又は建築材料の名称

両面ボード用原紙張せっこう板重張/軽 量鉄骨下地間仕切壁

認定をした構造方法又は建築材料の内容

別添の通り



(別添)

認 定 番 号 QF045NP-9043 認定年月日 !平成 14年 5月 31日

口
印 両面ボー ド用原紙張せっこう板重張

/軽 量鉄骨下地間仕切壁

申請者名 !吉 野  石  雷  隅

東京都千代田区丸の内
3‐3・1(新 東京ビル内)
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ヽ部分、防火性能の区分  不 燃下地防女構造

2試 験機関名  (財 )ベター ツビング 受 託番号 第 9 3 0 6 9 5号

3構 造説明図  (単 位 m m )

(1)グ ラスウール等を売墳 しない場合

元虫材

水平断面図

下部 ランナー

E-45ヽ 500x40x0 5

間を

E-45‐ 300x45x0 5

タッピツねじ
3 5,X20以 上 o80S

タッピンねじ ~
又は、ステープル

両画■―ド月原lr長せっこぅ板

8 3

S S 4

上部ラン十一 E45～ 500メ40xOち

問柱

同面ポード用原紙張せっこう板
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重直断面図

35φ ×20以上②606

ステープル
4× 16以上②300

上部 ランナー

E-45～ 500×40X O.5

タッピンねじ

ランナー固定ピン

又はタッピンねじ
35φ ×28以上②606

詳細水平断面図

両面ボード

間柱E-45～ 500×45X05

下部ランナーE-45～ 500x40X05

タッピンねじ

ステープル又はタッピン じ

チ阪

範

一
５６

両面ボー ド用原紙張せつこ
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〔2)グ ラスウール等を充填する場合

垂直断面図

′〇 しヽ

上部ランナー

E-45～ 50ox40xo 5

タッピンねじ 35¢ ×20以上②606

グラスゥール
又はロックゥ_ル

ランナー固定ピン

里国どiド用原紙張せつこぅ核

下部ラ

ウール

G｀
クウール

5

G ｀

ヽ
‐
9

D｀

E-45～ 500×40×05

タッピンねじ

唖
-45～ 200× 45× 05

靭 夕Ⅲ扇

接着剤

ステープル
4 x 1 6以上0300

又はタッピンねじ
35ψ ×28以上060 6

詳約水平断面図

グラス

又はロ

83

564

0′
R

充墳材

!9-▼32

の 張せっこぅ板
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敷目板を使用する場合

① ダ ラスウール等を充填する場合

両面ポー ド用原紙援 せ つこ う板

② グ ラスウー1等を充填しない場合

3 5φ X28以 上 ③606ン|
G ｀

ヽ
‐
9

ン

ステーブル又は夕′ピンね,

両面ボード用原lF張せっこう|「

ン|
0 ｀

ヽ
・
9

ン
0′拘

ステープル又はタッピンねじ

両面ポード用原紅鷲せぅこうl・
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4材 料 等 説 明

(1 )主 構 成 材 料

①表面材

両EBボー ド用原紙張せっこう板 (以下 せ っこう板 と称す)

規  格

準 不 燃 (個 )

不  燃 (個 )

」 IS  A

寸 法 (mm)

厚 さ

大 き さ

端 部 の 形 状

第  2 8 2 4号

第  1 1 4 9 9号

6 9 0 1

9  5、  1 2  5  、

最 大    1 2 1 0

標 準    9 1 o

1 5、  1 6 (許 容 差 ± 0  5 )

十
:  ×4500  18
+:  x1820  :8

肖

ス ク エ ア ー ′ミ 々ミル テ ー パ ー

60

Ｌ

院

上

３

　

６

一

１３

Ｉ

Ｔ

Ｉ

Ｉ

上

２

　

８

一

１４

Ｉ

Ｔ

Ｉ

Ｉ

上

か さ 比 重   0  6 3± 0  0 6以 上

含 水 率 3 0 %以 下

② 上言[、下部 ランナー

」 IS A  6 5 1 7、  JI s  G  3 3 0 2に 規定する防錆処理 したもの。

E-25～ 500× 35～ 75× 0 5  m m以上

③間柱

JIS A  6 5 1 7、  」 Is G  3 8 0 2に 規 定す る防錆 処理 した ものD

EE-45～ 500× 45～ 75X0 5 mm以 上

□ -40～ 500× 25～ 50× 0 5 mm以 上

0グ ラス ワール 、 ロック ウール

グ ラス ウール !不 然 第 103 1号 、 」 Is  A

( 2 4 K  厚 さ 50 m m )

ロ ック ウール :不 燃 第 102 2号 、 」 Is  A

( 2 4 K  厚 さ 50 m m )

⑤ 敷 目板

せ つ こ う板 、せ っ こ うボ ー ド、け い酸 カル シ ウム板 、グ ラス ター ル板 `ロ ック ゥール板

(8 0 K以 上 の 高密 度 品 ) 厚 さ 6 m m以上 ×幅 5 0 m m以 上

(2 )副 構 成 材 料

① ラ ンナ ー 固 定 ピン

コ ン ク リー ト釘  4  0ゅ × 30 m m以 上

バ ン フ ア ~ピ ン  3  2ゅ X 2 0 m m以 上

6 3 0 1、 A  9 5 0 4

6 3 0 1、 A  9 5 0 4
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②タンピンね じ

JIS B  l 1 2 2  、  B l 1 2 5に 規定する防錆処理 したもの。

3  5φ × 2 0 m m以 上

③ステーフうレi防錆処理 したものじ

幅 4m m以 上 ×長 さ 1 6 m m以 上

①接有印|

酢酸 ビニル系 、合成 ゴム系、せ っこ う系又は、同等以上の性能 を有するものD

⑤ 目地年処理材

JIS  A  6 9 1 4に 適合す るもの又は、同等以上の性能 を有するもの,

①充塩材

(イ)ジ ョイ ン トコンパ ウン ド !せ っこう系、炭 カル系

(口)ロ ック タールモル タル   :不 燃第 102 3号

ロックウール 60～ 85 %、 セ メン ト15～ 40 %

密度  0  2 g / c  m a以 上

(夕ヽ )ロ ックウール       1不 燃第 10 2 2号 、」 IS  A  9 5 0 4

比重  0  1 o～ o  1 6

充墳 密度  1 5 0姓 / m 3

(二 )シ ー ツン グ材       !ア ク リル系 、 ウ レタン系 、ポ リサル フ ァイ ド系 、

シ リヨン系 、酢 酸 ビニル 系

5標 準 仕 様 (施 工仕 様 )

( 1 )塁 出 し及 び上 下 ラ ンナー の取 り付け

間仕 切 壁 を設 置 す る所 定 の 位置 に、塁 出 しを行 う。

塁 出 し線 に合 わせ て 、 ヨン ク リー ト下地 には ラ ンナ ー 固定 ピンに て、鋼 製 下 地 には ラ

ンナー 受 け ピー ス年 を介 して タ ン ピンね じ又は溶接 等 にて 、それ ぞれ 約 90 0 m m以 内

の ピ ッチ で  上 部 ・下部 ラ ンナー を取付 け る。

(2 )間 柱 の 取 付 け

あ らか じめ現 場 の 寸 法 に合 わせ て切 断 され た問柱 を千鳥 配 置 の 場合 は約 3 0  3 m m以

内 の 間隔 で 、共 通 又 は ダブル ス タ ン ドの場合 は 6 0  6 m m以 内の 間隔 で取付 け る。

(3 )敷 目板 の 取付 け

敦 目板 を使 用 す る場 合 は あ らか じめ幅約 5 0 m mに 切 断 した敗 目板 をス タ ッ ドに仮 留

めす るっ

(4 )下 張せ っ こ う板 の 取付 け

下 張 せ っ こ う板 は 、縦 又 は横 張 に して、 3 5 o× 2  0 1 n m以 上の タ ッピンね じで 、

間 隔約 60 6 m m以 内 に 、 固 定 して取付 ける。

(5 )グ ラス ワール 等 の 充填

グ ラ ス ワー ル 等 を充 填 す る場 合 は 、片 面の下張せ っ こ う板 の取付 け後 、中空 部 に グ ラ

ス ワー ル 等 を充填 し、反 対 偵1の下 張せ っ こ う板 を取付 け る。

(6 )上 張 せ っ こ う板 の 取 付 け

上 張せ っ こ ぅ板 は 、縦 又 は横 張 に して 、下張せ っ こ う板 と 目地 部 が重 な らない よ うに

して 、 3  5ゅ X 2 8  n m以 上の タ ンピンね じで、 60 6 m m以 内の間隔 に留付 けるド

ステ ー ブル の み で留 付 け る場 合 は 、接 着剤 を点付 け しステー ブル等 で留付 け る,ス テ
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― フちレの留 付 間隔 は約 30 0 m m以 内 とす る。

(7 )日 地 部 及 び取合 い者F等 の処 理

(イ )目 地 部 を化粧 目地 とす る場合 は隙間 の出ない よ うに突付 張 りの ま ま とす る。

(口 )大 壁 にす る場 合 は 、 目地部 を 目地竿処理材 にて平滑 に仕 上 げ るラ

(ハ )釘 、タ ッピ ンね じ、ステ ー プル な どの留付音[は 、 目地等処 理材 にて平滑 に仕 上 げ

る。

(二 )取 合 部 は 隙間 の な い よ うに充填 材 にて充填 す る。

(ホ )伸 縮 可動 を 目的 と した 目地及 び取合 言Fに は 、充墳 材 (ロ ック ツー ル等 )を 15 0

k = / m 3程 度 に疎 間 の無 い よ うに充墳 す る。

(8 )表 面 仕上 げ

目地 処 理 学 の表 面 処 理 終 了後 、防火 上支 障の ない塗 装 、 ク ロス張 、吹付 け等 にて 仕

上 げ る〕

6 留 意 事 項

(1 )せ っ こ う板 は 、 雨 、湿 気 等 の影 響 を うけない よ うに平坦 な場所 に保 管 す る.

( 2 )せ っ こ う板 は 、角や 接 着 面 に週 度 な衡 撃 を与 えた り、表 面 に傷 をつ け ない よ うに連搬 、

施 工す るリ

フ 付 帯 条 件 な し

8 注 意 事 項

当該 認 定書 にお いて  「 建 築 基 準 法 の一 言Fを 改正す る法律 J(平 成 10年 法律 第 10 0号 )

に よ る改 正 前 の建築 基 準 法 の規 定 に よ る建設 大 臣の認 定仕 様 が あ る場 合 は 、平成 14年 6月

1日 以 降 は 「建 築基 準 法 の 一 部 を改 正 す る法律 」 (平成 lo年 法律 第 10 0号 )に よる改正

後 の 建 築 基 準 法 の規 定 に よ る 当該 認 定仕様 に係 る国 土交 通 大 臣 の認 定仕 様 を用 い る もの と

す る。
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